





　ａ原稿は B5 または A4 の大きさの 400 字詰め横書き原稿用紙に楷書で明確に書き、専門
用語以外は常用漢字と現代かなづかい（平仮名）を用いる。
　ｂワードプロセッサー、タイプライターあるいはパーソナル・コンピュータを用いる場合
も B5 または A4 の用紙に打ち出す。その際、400 字詰めにはこだわらないが、行間を
10mm 以上あける。文書をテキスト保存した電子媒体を添付することが望ましい。
　ｃ外国語はワードプロセッサーまたはタイプライターで打つか、活字体で書く。





は最初の２名を書き、その後に他または et al をつける。
　〈単行本〉著者名、書名、版数、巻数、発行地、西暦発行年、引用頁、引用文献の著者氏名、
編集氏名は、３名以上の場合は最初の２名を書き、その後に他または et al を
つける。
　雑 誌 名１）細川裕一，川島勝太郎：空中落下細菌の調査．日赤医学 17：216-220, 1965.
　　　　　２） Heathfield KWG ＆ Miller AB：A family showing both dystrophia and spastic 
paraplegia. Neurology 15：481-485, 1965.
　単行本例１） Jackson R：The cervical syndrome. 2nd ed, Chales C Thomas，Springfield, 
1965, p. 94-
　　　　　２）Zwan AVD：Late results from prolonged traumatic unconseciousness.
　　　　　　　In：The late effects of head injury. （ed. by Walker AE, Caveness WF, 
































　１．改正平成 17 年４月 12 日
　２．改正平成 19 年４月 17 日
　３．改正平成 23 年６月 ６ 日
　４．改正平成 24 年４月 19 日
